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１．メンテナンスの目的

●法の目的に照らすと、出口は、公衆災害の防止と電力の安定供給の確保です。
●この実現には、「適正な収益を挙げて事業を継続する」ことが必要

●一方、太陽光発電事業では、生産活動や営業が基本的には不要なので、※メンテナン
スが発電事業経営の中核であり、メンテナンスは、収益を直接の目的として検討し、
計画的に実施すべきものといえます

電気事業法第一条（目的）

※ 本来、「オペレーション・メンテナンス」（運転・維持管理）とすべきですが、次ページに記
すような「Ｏ＆Ｍ」（“Operation＆Maintenance”）と区別するため、本書では本来の「運転・
維持管理」の意味で「メンテナンス」を用います。
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２．５つの誤解_その１

●“Operation＆Maintenance”の頭文字を取れば「Ｏ＆Ｍ」であり、日本語に
訳せば「運転・維持管理」となります。
●一方、ＷＥＢで「Ｏ＆Ｍ」と検索すると、ほとんどが太陽光発電に紐づいて
ヒットしますが、保守点検と草刈り程度の業務に絞って語られています。

Ｏ＆Ｍ事業者 A社のHPから（低圧発電所向け）
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２．５つの誤解_その１

出典:2016年10月「太陽光発電競争力強化研究会 報告書」P.21・22 太陽光発電競争力強化研究会

国内とドイツのＯ＆Ｍの構造の比較
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２．５つの誤解_その２

●「適切なメンテナンス」の前に、立地を含めた「発電所のそもそもの造り」
の問題があります。

2021年8月27日～9月30日に実施されたアンケート結果から
（回答数:小出力発電設備の所有者等 3,891者）

出典:2021年10月29日 第7回産業保安基本制度小委員会「電気保安規制に係る見直しの方
向性～保安力・小出力発電設備に係る規制の適正化～」P.15・17 経産省 電力安全課
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２．５つの誤解_その２

「確認事項のご回答ですが、単管の場合現場合せでの施工となりますので、アル
ミ架台のように強度計算書などは出すことが出来ません。完成図書は作成しお渡
しさせていただきますが架台図面はございませんので通常完成時の写真を1アレイ
ごとに撮影し完成図書に同封する形とさせていただいております。」

建設物と
電気設備
に係る技
術基準適
合義務者
の違い（低
圧の太陽光発
電設備を想定
して）

出所:2022年1月
当法人にて作成

2021年7月の相
談事例:新設発
電所の供給者か
ら発電事業者へ
メール（抜粋）
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２．５つの誤解_その３

●保守点検の軸足は電気安全です。一方、自然災害を含む外来事故の多くは、
立地や「発電所のそもそもの造り」に由来しています。

出典:2021年10月29日 第7回産業保安基本制度小委員会「電気保安規制に係る見直しの方向性～保安力・小出力発電設備に係る規制の適正化～」P.13 経産省 電力安全課

①洪水浸水想定区域等
②急斜面、盛り土
③多雪地域
④落雷多発地域
⑤盗難多発地域
⑥カラス、猪の生息区域

立地の主な本源的リスク
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２．５つの誤解_その３

出所:2022年5月 当法人にて当法人が運営する補償事業の事故実績を集計

オレンジのグラフ:2021年4月か
ら開始の小規模発電所事故報告制
度に照らしたならば、報告対象と
判断される事故の件数
（事故件数全体の内数）

当法人の補償事業の事故実績（2017年2月～2022年3月31日）
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２．５つの誤解_その３

全国市町村別km2あたりの落雷数（抜粋）（2021年11月末前5年間の年平均）

2016 2017 2018 2019 2020
落雷数
/k㎡

標準化_
落雷数
/k㎡

偏差値_
落雷数
/k㎡

全国計 377867 1.46 1.37 1.47 1.51 1.91 1.54

市町村単純平均 1.99

上記の標準偏差 1.67

偏差値
による
落雷リ
スク評
価区分

 
都道府
県名

 
市区町村名

面積
(ｋ㎡)_
市区町村

落雷数/k㎡_ 5年平均
偏差値
_端数
切捨て

出所:（株）フランクリ
ンジャパンのデータによ
り当法人にて作成～～以下略～～



Ⓒ2022_一般社団法人新エネルギーＯ＆Ｍ協議会 11

●財物保険の補償を受けるためには、基本的に次の3要件が必要です。
①「事故性」があること
②補償の対象事由に該当すること
【例】
ａ．「水災」 台風、暴風雨、豪雨等による洪水、・・土砂崩れ・・
ｂ．「雪災」
(a) 火災保険 降雪の場合におけるその雪の重み・・等による事故
(b) 動産総合 ・・豪雪、雪崩等の雪災

③免責事由に該当しないこと
特に、性能不足や瑕疵免責に留意のこと

【例】
(a) 火災保険 ・・通常有する性質や性能を欠いていること・・
(b) 動産総合 ・・かしによって生じた損害・・

２．５つの誤解_その３

例えば、次のような損害は補償の対象にならない可能性があります。
●雨で土砂が流れて基礎が沈下し、架台やパネルが損傷した。
●雪の重みで損傷したが、構造計算が適正でなかった。
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●発電状況を評価せずに点検をしている例が多いと思料されます。
●発電の⾧期的傾向を把握し、その阻害要因を推定し、点検でそれを明らかに
することで、費用対効果に照らして発電低下に対する回復策の検討を行います。

２．５つの誤解_その４

発電電力量解析による発電低下の実態
（主として低圧の147発電所）

12ヶ月移動平均による直近値の対ピーク値
低下率を前者と後者の経過月数で除して算
出した年換算の低下率（横軸:経過月数、縦軸:
年換算低下率）

出所:NEDO助成事業「次世代のＯ＆Ｍを支える発電電力量
評価等の技術開発」の中で、当法人と（株）エナジービジョ
ンが共同で実施した発電電力量解析結果の集計から

年間換算低下率 発電所数 構成比
-1%未満 12 8.2%

-1～-2%未満 31 21.1%
-2%以上 104 70.7%

※比較:2021年5月に解析した144発電所の集計
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出典:2021年7月 太陽光発電協会 「光発電」
P.106「AIを用いた太陽光発電設備の異常診断シ
ステムとスマート保安について」住友電気工業
（株）浅尾・松下・谷村

発電状況の評価・推定方法（例）

２．５つの誤解_その４

機器・センサによる
モニタリング

発電異常を判定

①精緻なモニタリングによる方法

気象データ等により
発電電力量を想定

実発電電力量と比較

出所:エナジー・ソリューションズ（株）が提供
するソーラー・モニターの画面から

出典:特開2014-147235「太陽光発電監視方法」P.6 エナジー・ソ
リューションズ（株）

②期待発電電力量と実発電電力量の比較による方法(例1)



Ⓒ2022_一般社団法人新エネルギーＯ＆Ｍ協議会 14

ある月の「年乖離度」(％）
=([（過去12ヶ月の発電実績）-（過去12ヶ月の期待発電量）]/（過去12ヶ月の期待発電量）

２．５つの誤解_その４

②期待発電電力量と実発電電力量の比較による方法(例2)

新設時の発電電力量シミュレーション値 実発電電力量と比較

出所:2010年7月 「太陽光発電システムの不具合事例ファイル」P.32 日刊工業新聞社（産総研 加藤 和彦 著）

※上記は、シミュレーション値と実発電電力量の比較を12ヶ月の移動計算により視覚化するもの。

③同一発電所内の相対比較による方法（当法人の「発電電力量解析」）
遠隔監視システムの発電電力量データと

気象庁の日射量データ 簡便・安価に相対比較

ａ．発電効率（＝発電電力量/日射量）の12ヶ月移動平均
発電電力量を日射量で割りかつ12ヶ月の移動平均にすることにより、日射量の影響

と細かな短期変動を捨象して、発電電力量の⾧期的傾向を視覚化します。
ｂ．時間帯・PCS別発電電力量の相対比較（発電電力量が比較的安定的しているPCSを基準とする）

日次の時間帯・PCS別の発電電力量の30日間移動平均値の相対比較。同一発電所内
の相対比較のため、気象の影響が捨象されます。

発電状況の評価・推定方法（例）
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※気象庁が公表している気象台の日射量データから近隣のものを使用（Ｐ．14も同様）

当法人の発電電力量解析の事例（1/3）

２．５つの誤解_その４

①野立て低圧発電所の解析事例(a)

【発電所全体の月次の発電電力量・※日射量の推移 】

・発電電力量と日射量が同調した動きになっていることが見て取れます。
・ただし、発電電力量の増減推移の把握は困難です。
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当法人の発電電力量解析の事例（2/3）

２．５つの誤解_その４

②野立て低圧発電所の解析事例(b)

【前ページの発電効率（=発電電力量÷日射量）の12ヶ月移動平均 】
・12ヶ月移動平均にすることで、気象条件を含め、月々の変動要素を捨象します。
・この発電所では、１年半で発電効率が約20%下落していることが見て取れます。
（2019年8月ごろから減少が大きくなっています）
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当法人の発電電力量解析の事例（3/3）

２．５つの誤解_その４

・基準PCS（下記データでは03番）を100とした相対比較の推移（毎日10時のデータ）
・2019年7～8月ごろから、下落が始まっています（特にPCS02）。
・保守点検ではこの視点で、原因へのアプローチが求められます。

③野立て低圧発電所の解析事例(c)

【時間帯・PCS別発電電力量の相対比較 】
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●後半の10年間では、前半より高額または新規に生じる費用が想定されます。

２．５つの誤解_その５

２０年間の維持管理
費用

（2022年8月に、某低圧
発電所をモデルに、当法
人が一定の前提で試算）

※この試算には、不時の事
故・故障や、2023年度から
実施の可能性がある発電側
基本料金を含みません。

維持管理費用の細目 金額（単位 千円） 備考

【O&M】遠隔監視ｼｽﾃﾑ使用料・通信費 0 初期費用に含む

定期点検（電気・目視点検） 2,400 従来型O&M

随時点検（目視） 0 上記に含む

除草（方法:刈り倒し） 2,000 年2回

洗浄 240 3年毎/計6回

アラート管理・駆付け 600

小計 5,240

遠隔・PCS電気代 600 定額電灯契約

保険（保険金額15百万） 850 前半10年間は商品付帯

地代 0 土地購入

撤去費用（廃棄費用積立） 500

償却資産税 1,500

事業税 420

計画修繕 1,500 遠隔ｼｽﾃﾑ・PCS交換

計 10,610 年平均50万円
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２．５つの誤解_その５

①自然災害等の保険料
●新設時に補償込みで引渡しを受けた発電所は、11年目から新たに一般の火
災保険の付保が必要になります
●当初から火災保険を付保している発電所でも、今後更に、引受条件の制限
や保険料の値上げがありえます。

大手損害保険Ｂ社
の火災保険（オー
ルリスクタイプ）
の保険料の推移

（例）
※保険金額10百万円・
保険期間1年間・免責
金額:22年1月以降
100千円（最低額）
（それ以前は5千円）

発電所所在地 2020年12月以
前

2021年１月以
降12月末まで

2021/1/1から
の増加額

2022年１月以
降

2022/1/1から
の増加額都道府県 市区町村

宮城県 仙台市 － ¥45,700 － ¥59,400 ¥13,700

栃木県 大田原市 ¥47,720 ¥51,010 ¥3,290 ¥65,970 ¥14,960

千葉県 野田市 ¥43,680 ¥46,570 ¥2,890 ¥60,470 ¥13,900

愛知県 新城市 ¥45,060 ¥50,250 ¥5,190 ¥65,030 ¥14,780

兵庫県 丹波市 ¥44,660 ¥49,600 ¥4,940 ¥64,230 ¥14,630

徳島県 小松島市 ¥49,100 ¥51,440 ¥2,340 ¥66,500 ¥15,060

鹿児島県 曽於市 ¥68,710 ¥83,710 ¥15,000 ¥106,420 ¥22,710

後半の10年間に負担増が想定される主な費用

出所:当法人にて作成
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２．５つの誤解_その５

②ＰＣＳの寿命交換の費用? ※遠隔監視システム等も同様
●家電製品のメーカー保証は、一般的に「自然故障」が対象ですが、ＰＣＳ
の場合、保証の対象を「瑕疵」や「当社に責めがある場合」等としている保
証書があります。（保証条項または免責条項で規定）
●経年劣化による寿命は、「瑕疵」に該当しない恐れがあります。

【Ｅ社の保証書から抜粋・要約】
●保証の対象
・・保証期間内に、保証対象機器に障害が発生した
場合には、当社は、本製品の修理もしくは同等品と
交換致します。
●免責
•瑕疵によらない自然の摩耗、消耗、さぴ、かび、変
質、ご使用中の経年劣化による機器の変色、据付面
の変色、キズ、その他類似の事由による損傷または
障害
•その他当社の責に帰すべき事由によらない損傷また
は障害

【Ｃ社の出荷保証書から抜粋・要約】
●保証の対象
保証期間中に装置に瑕疵が生じた場合、・・当社
の裁量により、・・同等の価値を有する代替装置
に交換されます。
【Ｄ社の10年延⾧保証サービス規定から】
●保証の対象
・・延⾧保証サービス期間中に故障が発生した場
合、・・保証書に記載されている内容、及び以下
の条項に基づいて・・修理サービスを提供する。
●免責
•本製品の通常使用に支障の無い部分での経年劣化
の範囲に該当する場合。

後半の10年間に負担増が想定される主な費用
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２．５つの誤解_その５

PCSメーカーへのアンケートの集計から（2020年11～12月に当法人が実施）
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２．５つの誤解_その５

③雑草対策別の20年間の費用の試算（一例）
後半の10年間に負担増が想定される主な費用

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

①草刈り
②防草シート
③除草剤

【発電所敷地面積1,000㎡として試算】
・草刈り:100円/㎡→11年目以降150円/㎡
・防草シート:イニシャル1,200円/㎡＋ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
・除草剤:60円/㎡→11年目以降80円/㎡

出所:（株）白崎コーポレーション 作成資料から

●この試算では、20年間の総費用で草刈りは防
草シートの２倍になります。（除、インフレ）

●ただし、草刈りは、誰に頼むかによって費用が
変わってきます。

●防草シートで重要なことは、シートの物性と施
工（敷設）品質を評価して選定することです。
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２．５つの誤解_その５

●新エネルギー新聞 2022年1月 記事から
草刈りでは、発電電力量の低下を防ぎきれないことがあります。

雑草の影響で特定PCSの発電量が大幅に低下 草刈後、除草剤を使用
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１．メンテナンスの目的

２．メンテナンスに関する5つの誤解

３．太陽光発電所のメンテンスのあり方

【目 次】
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３．太陽光発電所のメンテナンスのあり方

(1) メンテンスの目的
「安全」の確保と「収益」の確保
・売電収入の維持と事故防止、維持管理費用の削減などを通して、発電所を
⾧期安定的に稼働すること

・現実問題として、「収益」がなければ「安全」投資が困難です。

【必要なメンテナンスの骨子】
「まっとうな発電所」を前提として、
①⾧期的視点で発電（売電収入）を維持すること（＝発電阻害要因を除去すること）
②外来の事故を適切に制御し、事故の※リスクコストを縮減すること
③発電事業期間（例えば20年間）を見通して、発電事業に係る総費用を削減すること
※「リスクコスト」とは、事前の事故防止・軽減のための費用、ならびに万一事故が発生した際の
対応・修繕費用およびそれに備えた損害保険等のリスクファイナンス費用の総体をいいます。
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３．太陽光発電所のメンテナンスのあり方

(2) 具体の主な実施事項とフロー
【現況の棚卸】
①立地・新設時の造りの検査
②発電状況の⾧期的傾向の把握
不具合、発電阻害要因等の把握と
仕分け

【維持管理計画の作成】
左記を踏まえて、費用計画を含
めて作成

●定期的な発電状況の⾧期傾向の
把握

●発電状況の日常監視（短期的変
状の把握）と適宜の駆付け確認

上記計画沿って
実施

●保守点検

●雑草対策

●適宜のパネル洗浄

●適宜の回復工事等【ポイント】発電状況や進行性の不具合の進展状況に
応じて、費用対効果に鑑み、効果的に計画・実施して
売電収入を維持するとともに総費用を削減すること。

以下、発電状況等を踏まえて実施

（注）高圧以上の発電所は、保安規程その他の
安全措置義務と整合する必要があります。
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３．太陽光発電所のメンテナンスのあり方

～ ～ ～

～
～
～

DIY 外注 1 2 19 20

✓ 定期点検を兼ねる 契約期初 1 1

契約期初 0

契約期初 1 1

契約期初 1 1

✓ 0

四半期毎に1回 3 4 4 4 79

期中継続 1 1 1 1 20

回数無制限 1 1 1 1 20

年間●限度 0

1 1 1 1 20

1 1 1 1 20

初年度は現況検査に含む 4年毎に1回 1 5

上記実施年は同時に実施 2年毎に1回 1 1 10

✓ ✓ 0

１．期初業務

対象業務 備考 実施時期の目安等
実施者 事業年度ごとの実施回数（網掛けセルの実施回数は「一式」を表す）

計

発電量解析

検収検査（新設発電所）

現況検査（既設発電所）

運転・維持管理計画の作成

発電量監視

アラート管理

アラート管理による駆付け確認

２．期中の基本業務

駆付け確認（上記以外）

監視カメラによる目視確認

上記につき台風後等の実施

目視点検

電気的点検

⾧期の維持管理計画の一例（費用計画も同じフォーマットで作成）

（注）高圧以上は、保安規程その他の安全措置義務と整合する必要があります。
出所:2021年3月 当法人にて作成（低圧発電所向け）

～
～
～
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ご清聴ありがとうございました


